
　

本
町
で
は
、
平
成
28
年
11
月
か
ら
返
礼
品

を
つ
け
た
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
取
り
組
み
を

開
始
し
て
お
り
、
今
年
で
３
年
目
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
、
寄
附
者
の
気
持
ち
に
応
え
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
る
。

問  

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
用
目
的
を
明
確
に

し
て
は
。

答  

年
内
に
は
開
成
駅
東
口
の
ロ
マ
ン
ス

カ
ー
を
活
用
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
を
導
入
す
る
予
定
で
い

る
。
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
維
持
管
理
費
に
充
当

す
る
た
め
の
特
定
目
的
型
の
寄
附
で
、
今
後

も
、
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
は
順
次
拡
大
し

て
い
き
た
い
。

問  
県
内
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
所
管
課

は
財
政
の
担
当
課
が
多
く
、
他
に
も
商
工
観

光
課
が
担
当
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
が
、

状
況
の
把
握
は
。

答  

県
内
に
は
33
市
町
村
あ
り
、
財
務
関
係

所
管
課
が
担
当
し
て
い
る
の
が
21
自
治
体
、

企
画
広
報
７
自
治
体
、
商
工
観
光
３
自
治
体
、

税
務
所
管
課
１
自
治
体
、
本
町
の
み
が
総
務

課
で
あ
る
。

問  

総
務
課
が
担
当
し
て
い
る
本
町
の
考
え

は
。

答  

ふ
る
さ
と
納
税
が
始
ま
っ
た
当
初
か
ら

根
本
的
に
は
良
い
制
度
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
本
町
で
は
導
入
を
し
な
い
姿

勢
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
町
民
税
の
流
出
が

無
視
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
始
め
る
こ

と
に
し
た
。
一
義
的
に
は
一
般
財
源
と
し
て

の
補
填
、
町
民
税
の
流
出
分
を
補
填
す
る
と

い
う
意
味
で
一
般
寄
附
の
受
け
入
れ
だ
っ
た

の
で
、
当
然
な
が
ら
、
総
務
課
で
所
管
し
て

き
た
。

問  

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
財
源
の
確
保
、

商
工
振
興
、
観
光
、
ま
た
、
開
成
町
ブ
ラ
ン

ド
の
推
進
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
に

絡
ん
で
く
る
。
や
る
か
ら
に
は
全
力
で
取
り

組
む
べ
き
だ
と
思
う
が
。

答  

制
度
が
あ
る
以
上
は
、
そ
の
中
で
最
大

限
の
活
用
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

佐々木　昇
　　　　議員

　

町
（
実
行
委
員
会
形
式
を
含
む
）
が
開
催

す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

内
容
、
運
営
方
法
に
さ
ら
な
る
変
化
を
求
め

る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

問  

イ
ベ
ン
ト
実
施
に
伴
い
、
来
客
数
、
出

店
ブ
ー
ス
売
り
上
げ
の
推
移
状
況
、
来
客
者

の
特
徴
、
性
別
、
年
齢
３
区
分
、
外
国
人
、

交
通
手
段
、
情
報
発
信
元
等
の
分
析
を
。

答  

外
国
人
に
特
化
し
た
分
析
は
行
っ
て
な

い
が
、
新
た
な
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
推
進
の
観
点
か
ら
、
今
後
は
内

容
に
盛
り
込
ん
で
い
く
こ
と
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
、
出
店
者
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
す

る
。

問  

福
祉
・
防
犯
・
防
災
事
業
を
内
容
に
盛

り
込
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
の
構
築
を
。

答  

実
行
委
員
会
に
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
く
。

問  

「
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
」
岡
野
あ
じ
さ
い

の
里
会
場
に
、
あ
じ
さ
い
の
里
と
違
っ
た
付

加
価
値
の
創
造
、
年
間
を
通
じ
た
観
光
客
の

流
入
を
。

答  

点
で
の
移
動
に
な
っ
て
い
る
人
の
移
動

を
面
に
し
て
い
く
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
、

実
行
委
員
会
と
調
整
、
検
討
す
る
。

問  

「
阿
波
お
ど
り
」
足
柄
紫
水
大
橋
を
メ

イ
ン
会
場
と
し
、
よ
さ
こ
い
踊
り
（
大
井

町
）
、
阿
波
お
ど
り
（
開
成
町
）
の
、
踊
り

の
広
域
交
流
を
促
進
し
て
は
。

答  

現
在
の
と
こ
ろ
交
流
開
催
は
考
え
て
な

い
が
、
提
案
に
つ
い
て
、
連
協
会
・
実
行
委

員
会
に
伝
え
る
。

問  

新
横
浜
に
グ
ル
メ
タ
ワ
ー
「
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

新
横
浜
」
が
オ
ー
プ
ン
。
こ
れ
は
開
成
町
の

契
約
農
家
の
お
米
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
新
横
浜
は
「
10

の
お
い
し
い
が
輝
く
新
横
浜
の
グ
ル
メ
タ

ワ
ー
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
お
客
様
の
集
客
を

図
っ
て
い
る
。

　

お
米
を
提
供
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
中
で
、

グ
ル
メ
、
お
米
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
を
。

答  

良
い
ヒ
ン
ト
と
は
思
う
。
ブ
ラ
ン
ド
に

苦
慮
し
て
い
る
町
と
し
て
は
、
お
米
だ
け
に

頼
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
着
実
に
進
め
て

い
き
た
い
。

山田　貴弘
　　　　議員

時
代
の
変
化
を
捉
え
た
イ
ベ
ン
ト
（
仕
掛
け
）
の
企
画
を

　

西
日
本
で
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
の
中

で
、
特
に
愛
媛
県
大
州
市
の
洪
水
被
害
は
、

同
じ
よ
う
に
上
流
に
ダ
ム
が
あ
り
平
坦
な
土

地
に
築
か
れ
た
本
町
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

大
変
教
訓
と
な
っ
た
。
い
つ
起
き
て
も
不
思

議
で
な
い
洪
水
対
策
に
つ
い
て
早
急
な
る
検

討
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

問  

酒
匂
川
右
岸
や
町
内
各
水
路
の
危
険
個

所
の
対
応
は
。

答  

酒
匂
川
は
、
１
０
０
年
に
一
度
発
生
す

る
規
模
の
一
日
の
総
雨
量
３
５
５
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
に
対
応
す
る
整
備
が
概
ね
終
了
し
て
い

る
。
県
は
平
成
29
年
に
酒
匂
川
、
平
成
30
年

７
月
に
仙
了
川
、
要
定
川
の
洪
水
浸
水
想
定

区
域
図
を
公
表
し
て
お
り
開
成
町
で
は
広
い

区
域
で
浸
水
す
る
想
定
と
な
っ
て
い
る
。
洪

水
対
策
の
根
幹
で
あ
る
護
岸
整
備
等
に
は
適

切
に
実
施
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

問  

全
町
民
避
難
勧
告
が
出
た
場
合
の
対
応

は
。

答  

洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
を
見
て
も
開
成

町
全
域
が
浸
水
し
て
、
全
町
民
に
対
し
て
避

難
勧
告
を
発
令
す
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え

て
い
る
。
災
害
発
生
が
予
想
さ
れ
る
状
況
に

お
い
て
は
、
広
域
避
難
所
の
開
設
準
備
な
ど

自
主
避
難
者
へ
の
対
応
を
行
い
、
さ
ら
に
氾

濫
の
危
険
が
あ
る
場
合
に
は
、
避
難
勧
告
、

避
難
指
示
の
順
に
発
令
を
行
う
。
水
害
時
避

難
す
る
場
所
は
広
域
避
難
所
な
ど
高
い
建
物
、

浸
水
災
害
発
生
時
に
お
け
る
一
時
避
難
場
所

と
し
て
協
定
を
締
結
し
て
い
る
町
内
５
事
業

所
の
浸
水
災
害
時
一
時
避
難
場
所
に
限
ら
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
協
力
を
求
め
な
が
ら
避
難

場
所
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

問  

豪
雨
災
害
を
想
定
し
た
全
町
民
を
対
象

と
し
た
訓
練
の
予
定
は
。

答  

今
年
度
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
定
を

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
来
年
２
月
に
は
町
内

全
地
区
を
対
象
と
し
た
浸
水
想
定
避
難
訓
練

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

湯川　洋治
　　　　議員

豪
雨
災
害
に
ど
う
備
え
る
か

　

こ
こ
数
十
年
の
気
候
変
動
や
国
際
化

は
、
人
間
の
生
活
や
自
然
の
生
態
系
に
対
し

て
危
機
的
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
国
は
、

２
０
０
５
年
に
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態

系
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
外

来
生
物
法
）
を
施
行
し
た
。
特
定
外
来
植
物

の
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
県
内
及
び
近
隣

自
治
体
で
、
規
制
や
防
除
に
つ
い
て
住
民
へ

の
理
解
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問  

特
定
外
来
植
物
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、

繁
殖
力
が
強
く
、
日
本
古
来
の
在
来
種
を
絶

や
し
、
キ
リ
ギ
リ
ス
や
バ
ッ
タ
も
生
息
で
き

ず
、
植
物
を
抜
い
た
後
は
何
年
も
そ
の
土
は

使
え
な
い
と
い
う
。

　

県
で
は
、
特
定
外
来
植
物
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
無
料
派
遣
制
度
を
実
施
し
て
お
り
、
早
急

に
利
用
し
て
は
。

答  

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
利
用
し
て
、
生

き
物
の
調
査
等
を
実
施
し
た
い
。

問  

広
域
連
携
の
中
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し

た
情
報
収
集
な
ど
の
施
策
展
開
の
考
え
は
。

答  

県
等
の
専
門
知
識
を
持
っ
た
方
々
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
、
住
民
周
知
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
。

問  

「
環
境
・
防
災
フ
ェ
ア
」
ま
た
は
「
エ

コ
ひ
ろ
ば
」
の
充
実
策
は
。

答  

本
年
度
は
、
「
エ
コ
ひ
ろ
ば
」
に
か
え

て
、
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
・
犬
の
し
つ
け
教
室

事
業
に
あ
わ
せ
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め

の
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
の
普
及
促
進
な

ど
、
環
境
と
防
災
の
イ
ベ
ン
ト
を
年
内
に
開

催
す
る
予
定
。

問  

２
０
１
５
年
９
月
国
連
サ
ミ
ッ
ト
に
お

い
て
持
続
可
能
な
開
発
目
標
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

が
設
定
さ
れ
た
。
２
０
３
０
年
ま
で
に
全
て

の
国
が
達
成
す
べ
き
目
標
と
し
て
、
貧
困
、

教
育
、
気
候
変
動
な
ど
17
項
目
に
渡
っ
て
取

り
組
む
。
日
本
の
自
治
体
な
ど
も
、
そ
の
理

念
や
施
策
を
取
り
入
れ
る
動
き
が
活
発
化
し

て
い
る
が
。

答  

第
五
次
開
成
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
視
点
を
活
用
し
て
い

き
た
い
。

前田せつよ
　　　　議員

豊
か
な
自
然
環
境
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

ふ
る
さ
と
納
税
で
町
に
活
力
を

あじさいまつり開園式

豪雨災害発生時の備えは

オオキンケイギク
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